
　赤サギ、白サギと言ってもサギの運動会ではありませ
ん。他人から金品をだましとる手口のことです。赤サギは
男女間のだましっこ。白サギは素人間のペテン。
男　付き合い始めてもう２年。そろそろ深い仲になって
も不思議じゃないだろう？
女　そうよね。婚約してくれたらご期待に添うわよ。
男　そうしたいのはやまやまなんだが、妻が離婚に同意
してくれないから困っているんだ。
女　私は母を介護付き老人ホームに入れるのに、1000万
円もかかるから困っているの。まだ500万円も足りな
いのよ。
男　君のための500万円なら、僕がなんとかするさ。
女　それにお部屋のリフォームもしたいわ。300万円く
らい必要なの。
男　分かった。リフォーム代も200万円協力するよ。まず
は２泊３日の温泉旅行に行こう。
女　感激だわ！　やさしいのね。
　男は女に700万円を渡し、温泉旅行を楽しんだ。女は、
母が老人ホームに入居するまで１カ月待機する必要があ
ると謝った後、連絡が途絶え、姿を消した。
争点

　昔からよくある赤サギのテクニックです。渡した700
万円は貸金か、贈与か、争いになれば意見は対立します。
“親しき仲にも 一筆あり”を忘れないでください。貸金の
一筆があったとしても、男女関係の代償であれば「公序良
俗に反するから返還請求はできない」ということになり
かねません。また、男女の仲の問題は公にしにくいので、
泣き寝入りする例が多い。妻や会社にバレたら、もっと大
変なことになりそうですから。
　「詐欺は不法行為だから、損害賠償請求ができるんじゃ
ないか」って？　理屈どおりにいかないのが現実です。
「詐欺罪は10年以下の懲役だ」と言っても、このケースな
ら女が「好意で頂いたのよ」と涼しい顔で言うに決まって
います。川柳子の巧みな句があります。
　“夢をくれ　地獄をくれた　可愛い娘”
結論

　このケースなら、お金の取り戻しはあきらめたほうが

いいでしょう。恥の上塗りになり、家庭不和の原因にもな
るからです。せっかく勝訴判決を得ても、差し押さえるべ
き財産が見当たりません。
　男と女の金銭トラブルは、とかく公にしにくい陰湿な
駆け引きになりがちです。「いやいや、その微妙なところ
が楽しい」なんて強がっていては大ケガしますよ。　
　“面白うて やがて悲しき 鵜舟かな”
　芭蕉の風流とは、まるで違いますね。
対処法

　私の多年の経験から言うと、このようなケースでは、男
女の仲は終わって臍（ほぞ）を噛むことが多い。返してく
れなくても構わない、または我慢のできる範囲内で金品
を渡したほうがいいでしょう。歓心を買うための奉仕な
ら、後で悔やまないことです。早く割り切って立ち直って
ください。
　素人間のだましである白サギには、親子・夫婦のケー
スがよく見られます。訴訟沙汰にしにくい関係です。「貸
してくれ」の言葉は要注意。親子間では「貸して」の言葉
も、子には「くれ」の気持ちが入りがちです。もしお金を貸
すのなら、返してもらわなくても生活に支障のない金額
にとどめることです。「貸したくても、10万円が精一杯だ」
などとハッキリ伝えましょう。それでも、また借金を頼ん
できたら、心を鬼にして断固拒否してください。やさしく
貸し続けると大金になります。親子間では、甘えれば必ず
貸してくれると期待します。そうなってから拒否し、暴力
沙汰になる例も少なくありません。ご用心を。
　親孝行もいまや伝説でしかないのでしょうか。この洒
落川柳に胸が痛みます。
　“親孝行 したくないのに 親がいる”
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